



The “Xuexiao” Chapter of Huang Zongxi’s Mingyi daifanglu as a collateral 
































































































































































読書・新知三聯書店、2012年）。ウィリアム・セオドア・ド・バリー（William Theodore De Bary）は、余英
時から教示を受け、『明夷待訪録』英訳の注釈にその見解を紹介している。William Theodore De Bary Waiting 


































































































































































                                                                                                                                                        
州学記》与蘇軾《南安軍学記》」に収録。「虔州學記」と「南安軍學記」との間での『尚書』益稷解釈の相
違については、李貞慧「史家意識与碑誌書写―歐陽脩〈范文正公神道碑〉所書呂、范事及其相関問題為討




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                                                                                                                        
こそ、次に「蓋し」で受けて補足的な説明を加えているのである。……（中略）……非独……設或…

















































































































































































































































































































本稿は、第 63回国際東方学者会議シンポジウムⅢ「明末清初研究の新動向Ⅱ」(2018 年 5 月
19 日、日本教育会館）で行った報告「学校論の傍流としての黄宗羲『明夷待訪録』学校篇 ―
「取士論政」「公其非是於學校」の学校論―」にもとづく。同シンポジウムの企画・司会をされ
た大木康教授（東京大学東洋文化研究所）と、シンポジウムにおいて御意見をいただいた方々
に記して感謝する。 
 
